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　立正大学では、「教育研究の「質」の更なる高度化」
を2025年度のテーマとして、2026年３月に「生成AI 時
代の教え方―学びを担保しつつ、良くするアイデア―」
を実施しました。生成AI の急速な普及は、大学教育
そのものの在り方にも大きな問いを投げかけています。
本学としても、生成AI を教育の中でどのように位置
づけ、どのように活用していくべきかを考える必要が
あると認識しています。
　研修では、千葉大学高等教育センターの田川翔先生
に講師としてお越しいただき、大変密度の濃いお話を
していただきました。AIの基本的な仕組みの説明に始
まり、そもそも大学教育において何を「学び」として
重視すべきか、また、その中でAI をどのように活用
すべきかという根本的な問いにまで立ち返りながら、
非常に多くのご示唆を頂きました。
　研修中に行われたアンケートでは、AIが「学生の学
びを促進する」と回答した先生と、「学生の学びを阻害
する」と回答した先生が同数であったことも印象的で
した。多くの革新的技術がそうであるように、AIにも
明らかに利点と課題の両面があります。だからこそ、
大学としては、いかにして学生の学びに資する方向へ
AIを活用していくかが問われているのだと思います。
　研修内容の中で特に印象的であったのは、現時点の
AI は、情報の理解、応用、分析といった活動には強み
を持つ一方で、より高次の活動である評価や創造につ
いてはなお限界がある、そして、AI を適切に活用する
ことによって、学生自身がこの評価や創造といったよ
り高次の学びに向かうための足場を整えることができ
るのではないか、という新しい学習の可能性の提示で

した。そして、学生が深い学
びに到達するためには、やは
り理解 ・応用 ・分析といった
基礎的な学習過程に粘り強く
取り組み、土台となる力を十
分に身につけることが不可欠
です。学修到達目標を改めて
見直し、それに即した評価方
法や授業設計を構築すること
が重要であるという点は、本学の今後の教育実践を考
えるうえで大きな示唆となりました。
　こうした話題もさることながら、本研修では、文学
部の伊澤高志先生による授業での試行錯誤のご紹介や、
参加された教員同士のディスカッションも大変有意義
であったと感じております。現場で生じている戸惑い
や工夫、具体的な実践例が率直に共有され、教員同士
が互いの経験から学び合おうとする姿勢が強く感じら
れました。このように実践知を共有しながら、教員が
主体となって教育の向上に取り組む活動こそ、まさに
FDと言えるものであったと思います。
　研修動画はTeams 上で視聴可能となっております
ので、当日参加できなかった先生方におかれましても、
ぜひご覧いただければ幸いです。
　本学では、2026年度以降も継続
的に FD研修会を実施していく予
定です。今後も大学全体で実践を
共有しながら、学生の学びをより
豊かなものにしていくことを期待
しています。
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特色ある学部の取り組み ～経済学部～
� 経済学部 准教授　慶田 昌之

　経済学部では、学生が主体的に行動し、社会で通用

する実践的なスキルを習得することを目的として、２年

生以上を対象とした特別講座「日経で学ぶビジネスス

キル ・アクションラーニング」を開講している。本講

座は、日本経済新聞社とのコラボ授業として、日本経

済新聞社で記者やデスクとして30年以上のキャリアを

持つ後藤未知夫氏を外部講師として招き、文章のプロ

の視点から直接指導を受ける点に大きな特色がある。

１．導入と基礎トレーニング

　近年、就職活動の早期化が進むなか、学生には自ら

アクションを起こして力をつけることが求められてい

る。本授業では、まず『日本経済新聞 電子版』を活用

し、経済用語の調査や国際ニュースの要約、「読み手

ファースト」の視点による論理的な文章作成術など、

ビジネスの基礎となるインプットとアウトプットの訓

練を積む。なお、受講生は学部負担により電子版を無

料で利用できる環境が整えられている。

２．�実践的なアクションラーニング：企業取材と
新聞制作

　授業の核となるのは、グループ単位での新聞制作で

ある。学生たちは「キャップ（リーダー）」を中心とし

た組織を編成し、以下のステップを自律的に遂行する。

＊�テーマ設定とアポ取り：インバウンドや金融、小売

など多岐にわたるテーマから取材先企業を選定する。

学生自身が企業へ電話やメールで直接アポイントメ

ントを取るプロセスは、ビジネスパーソンとの対話

に慣れていない学生にとって大きな壁となるが、こ

れを乗り越えることで主体性と自信を醸成する。

＊�現場取材と執筆：実際に企業へ赴き（またはオンラ

インで）インタビューを行い、下調べでは得られな

い「生の声」を引き出す。得られた膨大な情報を整

理し、専用ソフトを用いて本物さながらの新聞紙面

へと構成していく。

３．教育的成果と就職活動への波及効果

　本講座の取り組みは、単なるスキルの習得に留まら

ず、学生のキャリア形成に直結している。

　授業内で行われるエントリーシート（ES）の個別添

削は、人事担当者に響く文章表現の習得に寄与してい

る。受講生からは、「企業取材で培った『深く調べる

力』が面接での質の高い逆質問に繋がった」「アポ取り

の経験で積極性が増し、第一志望の内定を獲得できた」

といった報告が相次いでいる。

　このように、記者の仕事を体感しながら「自分で考

え、議論し、対話して成果を出す」プロセスは、コロ

ナ禍で制限されていた「人との交流」や「自発的な行

動」を補い、社会人としての強力な武器となっている。

経済学部では、今後もこうした実践的な学びを通じて、

学生一人ひとりの成長と学修成果の可視化を推進して

いく方針である。

特別講座「日経で学ぶビジネススキル ・アクションラーニング」
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FD研修参加報告
� 経済学部 准教授　慶田 昌之

　2025年度の FD研修会として、千葉大学の田川翔氏
による「生成AI 時代の教え方」と題した講演をお願
いいたしました。生成AI を単なるツールとしてでは
なく、学生にとっての新しい「環境」として捉え、「学
びを担保しつつ、さらに良くする」ための具体的な指
針が、前半の「守り（制限）」と後半の「攻め（積極活
用）」の二部構成で講演していただきました。

１．生成AI の仕組みと教育への影響

　まず、教員がAI と向き合う大前提として、大規模
言語モデル（LLM）の本質を理解する必要がありま
す。AIは「ルール集」ではなく「統計的な重みの塊」
であり、「次に来るもっともらしい単語（トークン）を
予測する作業」を繰り返しています。この確率的な仕
組みゆえに、事実とは異なる情報を生成する「ハルシ
ネーション（もっともらしい嘘）」は構造上避けられな
いことに注意が必要です。

２．�「守り」の戦略：ポリシー策定と学問的誠実性

　教育現場における「守り」として、AI利用の透明性
を確保し、学びの質を損なわないためのルール作りが
必要であり、以下のような点が注意すべき点として挙
げられました。
⑴　ポリシーの策定と対話：大学全体、および科目レ
ベルで明確な指針を示す必要があります。単に禁止す
るのではなく、「なぜこの科目で AI を使って良いの
か、あるいはダメなのか」という理由を学生と対話し、
価値観を共有することが重要です。
⑵　シラバスへの明記：具体的な使用条件、ハルシネー
ションへの警告、引用の表記ルール、および最終成果
物への自己責任の所在を明文化します。
⑶　AI検出ツールの限界：文部科学省も指摘するよう
に、検出ツールは誤検知による「冤罪」のリスクがあ
り、過信は禁物です。「ツールで取り締まる」のではな
く「課題の設計自体を見直す」ことが現実的な解決策
として提示されています。
⑷　アカデミック ・インテグリティ：捏造、改ざん、
盗用といった不正行為は、AI利用の有無にかかわらず
厳禁であることを再認識させる必要があります。

３．�「攻め」の戦略：逆向き設計による学びのアッ
プデート

　AI 時代の「攻め」の教育とは、AI を「学びを深め
る伴走者」として位置づけ、授業を再構築することを
考えるべきと指摘されました。以下の点は再構築の視
点となると考えます。
⑴　逆向き設計（Backward Design）：学習目標（何
ができるようになるか）を起点に、評価方法、学習内
容の順で設計します。
⑵　高次思考へのシフト：ブルームの教育目標分類に
基づき、AIが得意とする「記憶」や「理解」といった
低次思考の課題はAI に任せ、「分析」「評価」「創造」
といった高次思考を求める課題へとシフトさせます。
⑶　個別最適なチューターとしての活用：AIを「答え
を教える道具」ではなく、学生の理解度に合わせてヒ
ントを出し、批判的思考を促す「パーソナル ・チュー
ター」として活用します。自己説明や実力テストといっ
た学習効果の高い手法をAI で支援することで、個別
の学びをスケールさせることが可能です。

４．教育のパラダイムシフトと教員の役割

　最後に、AIがもたらす教育の根本的な変化について
言及されました。
⑴　「理論」先行から「経験」先行へ：まずAIと共に
実践し、「生産的な失敗」から自分に足りない知識に気
づく学習サイクルへの転換です。
⑵　「知識伝達」から「場の創造」へ：知識を与える専
門家から、学生の対話や内省を促すファシリテーター
へと教員の役割が変化します。
⑶　「人間固有の力」の育成：より良い問いを立てる
力、AI の出力を批判的に評価 ・編集する力、そして最
終的な選択に責任を持つ力を育てることが、これから
の教育の核心となります。

　教員自身がまずAI を触り、「既存の課題をAI に解
かせてみる」ことから始める改善フローを通じて、誰
でも自分の力を最大限に解き放てる教育環境の実現を
目指していく必要があります。田川先生の講演はツー
ルを使って聞き手のフィードバックを受けながら進め
ていました。最初はAIに対して否定的な意見が多かっ
たように思いましたが、最後の方ではだんだん肯定的
になり、多くの先生が教育に積極的に利用する案を提
案していたことが、非常に印象的でした。

令和 ８年 ３月16日　生成AI 時代の教え方 ～学びを担保しつつ、良くするアイデア～
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令和６（2024）年度 卒業時学修成果 ・満足度調査結果概要

　立正大学では、授業方法 ・内容の改善、学生支援の
拡充や施設 ・設備の充実を諮ることを目的として、４年
間本学で学び卒業する学生を対象とした、卒業時学修
成果 ・満足度調査を実施している。
　立正大学で学んだ満足度は「大変満足」「満足」を合
わせた満足率が81.7％（2023年度は66.3％）であり、高
い満足度であった。詳細をみると、満足度の詳細をみ
ると、「ゼミナールや演習、フィールドワーク等の授業
（80.3％，2023年度79.0％）」「講義形式の授業（78.4％，
2023年度75.2％）」「図書館（77.7％，2023年度75.9％）」
など学習面は７割を超える満足率となっており、かつ、
前年度から微増しており、本学の強みといえる。
　立正大学で身についた能力に関する成長実感につい
て、「とても身についた」「身についた」を合わせた達
成率をみると、「外国語能力と国際感覚（41.5％）」を
除き、５割以上の成長実感を有していた。なかでも成長
実感の高い能力は、「多様性を受容し、他者と協調 ・協
働しようとする態度（81.3％，2023年度79.8％）」「専攻
分野における専門的知識 ・ 技能（79.3％，2023年度
77.6％）」「人間 ・ 社会 ・ 地球についての一般的な教養
（79.3％，2023年度＊％」「課題を発見し、必要な情報
を取集、分析、整理して解決に導く能力（78.1％，2023
年度75.0％）」であった。成長実感があまり高くなかっ
た能力は、「外国語能力と国際感覚（41.5％，2023年度
42.3％）」「立正大学の建学の精神に関する理解（56.3％，

2023年度54.5％）」「ITスキルと情報リテラシー（62.5％，
2023年度59.8％）」となっていた。
　2024年度の卒業生アンケートを通して見えてきたこ
とは、立正大学全体に対する卒業生の満足度はおおむ
ね高い点である。特にゼミナールや演習フィールドワー
ク等のActive Learning を積極的かつ多様に取り入
れた実践的な学習と講義形式の授業においては８割近い
満足度が示された。また、進路に対する満足度も８割強
と高い点も大きな特徴であった。一方で、学修に関す
る支援や進路や学生生活支援については満足度向上に
向けた一層の取り組みが求められる。
　４年間で身に付けたこととされる成長実感の高い能力
は、前年度と同様に「多様性を受容し、他者と協調 ・
協働しようとする態度」「専攻分野における専門的知
識 ・技能」「課題を発見し、必要な情報を取集、分析、
整理して解決に導く能力」であり、今年度「専攻分野
における専門的知識・技能」も加わった。このことは、
時代に即した柔軟性や他者を重んじる態度、そして自
らの専門分野を生かし、状況を整理し問題解決する能
力が育っているといえる。
　しかし、「外国語能力と国際感覚」や「IT スキルと
情報リテラシー」、「立正大学の建学の精神に関する理
解」は前年度に引き続き相対的に低い。このことを本
学の改善点と捉え、これらの能力をどう高めるかにつ
いては検討することが求められる。

立正大学で学んだ満足度についてお答えください 立正大学で学んだ満足度についてお答えください
Ⅱ-② -2．ゼミナールや演習、フィードワーク等の授業



5

令和７（2025）年度 全学 FD研修実施一覧

開催日 主　　催 内　　　　　容 開催形態 教職員
参加者数

７月17日㈭ 教育開発センター

研修名：�令和7年度外部アセスメント
（GPS-Academic １ ・ ３年生）報告会

概　要：�令和４（2022）年から実施している、外部アセ
スメントGPS-Academic の結果について、
「問題解決力」、「学生意識調査」を中心に分析
結果について、ベネッセ i -キャリアの担当者
より報告いただいた。さらに、令和６年度に点
検見直しを行った、ディプロマ ・ポリシーの
検証への活用事例や、学修成果の可視化への
活用方法についても言及した。

オンライン 42名

９ 月 １ 日㈪ 高等教育研究機構

研修名：�高等教育研究機構集中会議
概　要：�内部質保証システムを再構築するにあたり、

教学マネジメントの中核となる機構会議の役
割について認識を共有した。また、新たな自
己点検 ・評価シートを用いて、大学基準４「教
育・学習」を対象とした点検・評価を執行し、
運用課題や作業状況について情報を共有した。

対面 34名

３ 月10日㈫ 障害学生支援室

研修名：�障害学生支援室の現状と所属学部並びに関係
部署との連携について

概　要：�障害学生支援室開室から現在に至るまでの動
向をたどりつつ、改めて障害学生支援マニュ
アルをともに合理的配慮の決定過程について
確認しつつ、学内における連携の在り方につ
いて考えた。

オンライン 18名

３ 月16日㈪ 教育開発センター

研修名：�生成AI時代の教え方～学びを担保しつつ、良
くするアイデア～

概　要：�千葉大学高等教育センター田川翔先生より、
「生成AI で学を損なわない」、「生成AI で学
びをさらに良くする」の２つのテーマに沿っ
て、大学教育では生成AI とどのようにかか
わっていけばよいか講演をいただいた。また、
Slidoを用いたアンケート調査、グループワー
クなどのワークショップ形式で教職員間での
生成AI に関する様々な意見が共有された。

対面
オンライン 73名

� （教職員参加者数は、令和 ８年 ３月31日現在）

講師：千葉大学　田川　翔 助教

〈 3月16日に実施された全学 FD研修会 〉

図　３月16日実施 FD研修会資料
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編集後記

　FDニュースレター第34号をお届けいたします。教
育開発センター運営委員会 FD部会長である私の作業
が遅かったため、2025年度中に出す予定だったものが
年度を超えて発行することになりました。遅くなりま
したことをお詫び申し上げます。執筆を頂いた先生方
には、誠にありがとうございました。2025年度は、教
育開発センターにおいても生成AI に対する対応を検
討してまいりました。FD研修会についても生成AIに
関するテーマで開催いたしました。講演していただい
た田川先生の素晴らしいファシリテーションのおかげ

で盛況な研修会となりました。生成AI に関する状況
は、年々変化しておりますので、今後も FDの大きな
テーマとなると考えております。今後も研修会等で、
この問題を取り上げたいと考えております。FDニュー
スレターにおいても、生成AI の問題を含めて、有意
義な情報を発信していきたいと考えておりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。
　　　（教育開発センター FD部会長　経済学部 准教授
� 慶田　昌之）

令和７（2025）年度 全学 FD活動報告

〈全学 FD研修以外の主な活動内容〉
2025年 ３ 月21日～ ４月 ８日 令和７年度 GPS-Academic（１年生 ・ ３年生）実施�

※４/30まで延長

2025年 ６ 月23日～ ７月 ５日 令和７年度 第１期授業アンケート実施

2025年12月 １ 日～13日 令和７年度 第２期授業アンケート実施

2025年12月 １ 日～ １月31日 令和７年度 GPS-Academic（２年生）実施�
※独自設問で在学生学修成果 ・満足度調査と全国学生調査を統合して実施�
※２/27まで延長

2025年12月 １ 日～ １月31日 令和７年度 卒業時学修成果 ・満足度調査実施�
全国学生調査（４年生）実施�
※３/31まで延長


